




An Analysis of African Music:
Polyrhythm and Tonal System as Roots of Jazz
TSUBOGUCHI Masayasu
Abstract
Chapter1 is the analysis of the uniqueness of polyrhythm in African Native music based on the au-
dio and visual resorces such as CDs and VTRs.  Chapter2 is the analysis of the tendency and differ-
ence in the tonal system in African music, with the comparison to "equal temperament". Based on
these analysis and resorces, the generally accepted opinion that African music is the origin of jazz and
blues, would be proved in the latter part of regime.




































































































@BALAFONS AND AFRICAN DRUMS（PLAYASOUND-PS 65034）より











@BALAFONS AND AFRICAN DRUMS（PLAYASOUND-PS 65034）より
Track15： Midnight Mass Extract [譜例 2]
Part----------4つの Balafon／ Maracas／大小 2つの太鼓










@BALAFONS AND AFRICAN DRUMS（PLAYASOUND-PS 65034）より
Track17： Dance in Honour of the Lamido-(a),(b) [譜例 3a,b]
(a)Part----------Balafon／ Maracas／ Scrapers／大小 2つの太鼓






@BALAFONS AND AFRICAN DRUMS（PLAYASOUND-PS 65034）より
Track9： Fete Dances-(a),(b) [譜例 4a,b]
(a)Part----------笛／ Shaker／太鼓
(b)Part----------Balafon1／ Balafon2／ Balafon3／ Shaker／大小 2つの太鼓
明るくかわいらしいバラフォンの醍醐味が味わえる曲。このまま現代のバンド形態で演奏
しても十分通用するようなしっかりとしたアンサンブルである。CDのクレジットには 2バ









@MUSIC OF PYGMIES BIBAYAK（OCORA C 559 053）より
Track5： Voice and Sanza [譜例 5]
Part----------Voice／ Kalimba／ Claps1／ Claps2
カリンバ（サンザ）の弾き語りとも言える、もの哀しげな曲。ジンバブエほど洗練されて
いないが、ぎこちなさがかえって感動的である。カリンバを「コン・コカ・コン・コン・コ












＠The OCORA BOX AFRICA編（OCORA C560065）より
Track1：ビレ：ロビ族の祝い歌 [譜例 6]
Part----------Voiceと Balafon／ Log Drum／ Castanet





当初、16 分系の 3/4 拍子で解釈し、矢印音付近を 1拍目と捉えて楽譜化していたが、ベル
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＠MUSIQUE DU MONDE： LES PERCUSSIONS DE GUINEE No.2（BUDA Records 92586-2）より
Track1： DUNUNBO [譜例 7]
Part----------金属製ベル／ Djembe（Solo）／ Dounoun
の常套パターンが明らかになったことにより、今回の解釈が正しいことが判明した。このベ













る。ジャズに頻出するスイング・ビート（4 ビート）は、4 つに数えられると同時に、6 つ




















認識しておく。元々自然現象的に振動数の比が 1： 2 のものを 1オクターブ、2： 3 のもの
を 5度音程、3： 4 のものを 4度音程と定めた。この関係を利用してその他の音程も算出し
ていくことで純正律音階（Pure Temperament）ができる。ところがこれでは全く転調のない
曲は美しいが、わずかな転調をするたびに不協和が際だってしまう。それを打開するために











オクターブですら合っていなかったりと、困難を極めたが、最終的に 9 曲 13 パート（前研
究「ポリリズム研究」からの楽曲含む）の音律のずれを聞き取っていった。なお、基になる






















Ｃ： 0 Ｅ： 400 Ｇ＃： 800
Ｃ＃： 100 Ｆ： 500 Ａ： 900
Ｄ： 200 Ｆ＃： 600 Ｂ♭： 1000
Ｅ♭： 300 Ｇ： 700 Ｂ： 1100
十二平均律は言い換えれば 12 音等間隔音階と言える。
次に、この 1オクターブを 7音等間隔（言い換えれば七平均律）に分けてみる。1200cent
÷ 7＝ 171.4 … centであるから、最初の音から cent数を加算すると、











第 1音：Ｃに対して 0 cent
第 2 音：Ｄに対して-29 cent
第 3 音：Ｅ♭に対して +43 cent（Ｅに対して-57 cent）
第 4音：Ｆに対して +14 cent
第 5 音：Ｇに対して-14 cent
第 6 音：Ａに対して-43 cent






解釈できるものが 6 曲 10 パート、マイナースケールと解釈できるものが 3 曲あった（ただ




音や VII音が高いという傾向は確認できる（試しに 5音等間隔音階の cent数も算出し比較し
てみたが、傾向は一致しなかった）。従って、今回調べたアフリカの音律はおおむね 7 音等
間隔音階の傾向にあると考えて問題ない。先程も述べたように、アフリカ音律における第 3































































































































































































































# Afrique Centrale： Tambours Kongo（BUDA Records 92525-2）
# BALAFONS AND AFRICAN DRUMS（PLAYSOUND-PS 65034）
# ETHNIC SOUND SELECTION   Vol.2 ELEGY「哀歌」 (WPC-14 OCD-3002)
# ETHNIC SOUND SELECTION   Vol.8 CADENDIA「律動」 (WPC-16 OCD-3008)
# MUSIQUE DU MONDE： LES PERCUSSIONS DE GUINEE NO.2（BUDA Records 92586-2）
# MUSIC OF PYGMIES BIBAYAK（OCORA C 559 053）
# The OCORA BOX AFRICA編(OCORA C560065)
#音と映像による世界民族音楽大系第 18 巻　アフリカ篇 II チャド／カメルーン（VTMV-18）
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